
令和元年度 第３回 青梅市立学校給食センター運営審議会議録 

 

会  期：令和元年１１月１１日（月）午前１０時  

場  所：青梅市役所３階  教育委員会会議室  

出席者：会長・委員 ９名、事務局  ７名  

〇日  程  

１  委嘱状交付（百合委員、青山委員）  

２  教育長あいさつ  

３ 会長の選任（互選により百合会長選出）  

４ 会長開会および開議宣言  

５ 副会長の選任  

６ 諮問事項  

 青梅市学校給食センター施設整備基本計画について（諮問）  

７ 報告事項  

(1) 青梅市の学校給食のイメージキャラクター愛称決定について  

(2) 令和２年度の学校給食用の牛乳について  

(3) その他  

８  協議事項  

青梅市学校給食センター施設整備基本計画について  

９   その他  

10 会長閉会および閉議宣言  

 

〇議事経過  

会 長  開会および開議宣言  

会 長  日程第５の副会長の選任  

    互選により中嶋副会長選出  

会 長  日程第６の諮問事項  

 青梅市学校給食センター施設整備基本計画について（諮問）  

教育長より諮問書提出、受領  

会 長  日程第７の報告事項  

(1)  青梅市の学校給食のイメージキャラクター愛称決定について  



事務局  学校給食イメージキャラクター愛称が、小学校「うめミルちゃん」、

中学校「ウメモー」に決定。  

会 長  事務局からの報告は終了。意見、質問のある方は発言を。  

（意見、質問特になし）  

(2)  令和２年度の学校給食用の牛乳について  

事 務 局  紙 パ ッ ク 牛 乳 に し て か ら 残 乳 量 が 増 加 す る 結 果 と な っ た た め 対

策を検討し、現在の紙パック牛乳から、ビン装牛乳に変更すること

とした。  

    また、牛乳は成長期の児童・生徒にとって、カルシウム供給源と

して優れた食品であるため、飲んでもらうことを一番に考え、パス

チャライズド牛乳という飲み易さが得られる牛乳に着目。  

    現在、紙パックの処分方法や、ストローなどのプラごみ削減の問

題もあることから、ビン装に変更したい。  

会  長  事務局からの報告は終了。意見、質問のある方は発言を。  

委 員  紙パックとビン装では内容量は同じか。またコスト面は。  

事務局  内容量は同じ。紙パックは１個５２円、ビン装は１本５４円。  

委 員  残乳の対策として変更ということでよいか。  

事務局  飲み残しが多いということは、カルシウムの摂取ができていない

ということが問題であり、おいしい牛乳を提供することで、飲んで

もらうことを一番に考えた。  
委 員  メーカーを変更したら飲み残しが減るのか。  
事務局  月１回東京牛乳を提供しているが、その日は飲乳が減るという結

果もあるので、試してみたい。  
(3)  その他  

事務局  学校給食費の公会計化の進ちょく状況について報告。  

会  長  事務局からの報告は終了。意見、質問のある方は発言を。  

（意見、質問特になし）  

会 長  日程第８の協議事項  

    青梅市学校給食センター施設整備基本計画について  

事 務 局  「 青 梅 市 学 校 給 食 セ ン タ ー 施 設 整 備 基 本 計 画 策 定 ス ケ ジ ュ ー ル

（案）」、「 新共同 調理場の 建設予 定 地につい て」、「施 設規模の 設定

について」を説明。  



会 長  事務局からの報告は終了。意見、質問のある方は発言を。  

委 員  建設予定地は、一部が土砂災害警戒区域および土砂災害特別警戒

区域にかかるとのことだが、今回の台風や大雨の際の状況は。  

事務局  現地を確認したが、問題はなかった。  

委 員  二小は自校式とのことだが、このタイミングで一本化することは

ないのか。  

事務局  自校式は理想だがコストがかかるため、全ての学校に作ることは

できないが、二小は建て替えのタイミングで自校式にした。約 1,000

食規模なので、今後二小の児童が減少した際には近隣の学校も合わ

せて提供することを考えている。  

委  員  建 設 予 定 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 警 戒 区 域 お よ び 土 砂 災 害 特 別 警 戒

区域にかかるとのことだが、何か策を練っているのか。最近よく「想

定外」という言葉を聞くの で、 想 定 以上 の こ とが 起 き た際 の 策 は。 

事務局  想定外の自然災害が多くなっていることは認識しているので、レ

ッ ド ゾ ー ン に か か ら な い よ う に イ エ ロ ー ゾ ー ン ま で に 建 て る こ と

を考えている。また、土砂崩れを想定し、建物自体にも力を持たせ、

北側には開口部は作れないと考えている。もうひとつは、擁壁を作

ることを検討している。  

    絶対に崩れない前提より、崩れた時に耐え得るにはどうしたらよ

いかを考えていきたい。  

委 員  自然の力は想定外の力が加わると思うので、その辺りをよく検討

して建設していただきたい。  

（委員全員了承）  

会  長  「 青 梅 市 学 校 給 食 セ ン タ ー 施 設 整 備 基 本 計 画 策 定 ス ケ ジ ュ ー ル

（案）」、「 新共同 調理場の 建設予 定 地につい て」、「施 設規模の 設定

について」まで承認。  

事務局  続い て、「アレルギー 対応 の方向性につ いて 」、「使用 する食器 に

ついて」を説明。  

会 長  事務局からの報告は終了。意見、質問のある方は発言を。  

委 員  個々食器にすることで、お盆の上でずれて食器を落としたりとい

うリスクがあると思うが、二小での事例はどうか。  

事務局  二小からそういう事例は聞いていないが、改めて調査をして、報



告したい。  

委 員  個々食器にする理由は。  

事務局  プレートだと口を近づける食べ方になってしまうため、個々食器

にすることで、手に持って食べることにつながると考えている。  

（委員全員了承）  

会 長  「アレルギー対応の方向性について」、「使用する食器について」

を承認。  

会 長  日程第９のその他  

事務局  本日の会議録を教育委員会に報告したのち、市のホームページで

公開するのでご了承いただきたい。  

（委員全員了承）  

会 長  本日の日程は終了。閉会  


